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テーマ「みんなが積極的に参加できる町内会」  Ｂ班 

 

2012年度上越市まちづくり市民大学 

2012年 11月 13日 於くびき希望館 

Ｂ班 桜庭節子、前川修芳、大島光芳 

保高博司、北川輝樹、佐藤和昭 

 

1 テーマを選んだ理由や背景 

・Ｂ班のメンバー６名中４名がＵターン組。久しぶりに戻ってきた町内会に違和感や

疑問を感じていたメンバーが多い。 

・町内会では話し合う前から結論が用意されていたり、違った考えが抑え込まれてし

まう。 

・話し合いや活動になると積極的に参加する人が少ない。 

・そういった現状を何とかしたいという気持ちからこのテーマとなった。 

 

2 検討の進め方 

・自分がいる町内会について、メンバーが話題を提供。話は以前に住んでいた町内会

のことで県境や国境をも越えて広がった。 

・それでは、どんな町内会だったら良いのか？あるべき理想の町内会の姿をみんなで

書き出してみた。 

・すると見えてきたのは、そもそも何のための町内会なのか？という観点。このこと

をガイドラインにしてみたら何とか整理がつき始めた。 

 

3 整理したこと（添付資料） 

 

4 発表のために整理しながら見えてきたこと 

・一つの町内会の枠だけで、何とかしようとしても、うまくいきそうもない。 

・地域に求められる役割を考えると、重なり合ういくつもの枠組みが見えてきた。 

・それぞれの枠組みが連携することで地域が盛り上がり、町内会も活性化する。 

・これによって、子どもからお年寄りまで、みんなが積極的に町内会に参加できるの

ではないか？ 
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検討過程の全体をたどってみると 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町内会への 

積極的な参加 

町内会の枠にとらわれない地域の連携 

親睦、発信、議論は、一つの町内会の枠に 
とらわれていると、上手く行きそうもない。 

＜整理のためのガイドラインとして＞ 

そもそも、何の為の町内会？ 

町内会の

役割 

町内会の現状に疑問 

何とかできないだろうか？ 
との思いで、テーマ設定 

どんな町内会だったら良いと思う？ 

理想の町内会の姿を思い描いた 

地域の盛り上がり、関心の高まり 

 

別紙③   

別紙①   

別紙④ 

別紙② 

別紙①～③に整理した「理想の姿」に対し、「どうしたら

良いか？どんな条件が必要？」「障害となりそうな課題

は？」「解決のカギになりそうなコトは？」と、順に検討 
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安心できる触れ合い（親睦） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙① 

理想の姿 

（例えば） 

個人宅の活用 

 

手作りの食べ物

を用意できるお

母さん（女性）が

いて欲しい 

理由がなくても 

行ける地域の  

たまり場を作る 

もらい風呂のよ

うな、もち回り井

戸端談義 

高齢者と児童の 

交流の場の確保 

安心して相談で

きる相手がいる 

（自己開示して

も大丈夫だから

足が向く） 

行きたい所には 

①食べ物がある 

②ゆっくり座れる

長椅子がある 

消防小屋、公民館

などで、週代わり

（一品持ち寄り）

居酒屋 

快い音楽で寝て

も良い場所があ

るといい 

カレーライスパ

ーティー、焼肉パ

ーティー、会場の

確保 

町内の「まつり」 

変革 

×旧来のテーマ 

○身近な生活テーマ 

どうしたら良いか? 

どんな条件が必要? 

この指とまれと言い

出す人が必要（待っ

ているのでなく自分

から動き出す） 

もてなしが負担に

なるとお互いに遠

慮してしまう（た

まり場の条件） 

都合（生活パター

ン）の合いそうな

人達でたまり場

を作っていく 

慣れてくるとルー

ル化ができそう 

迷惑をかけないとい

うよりも自然に出る

助け合いの喜び 

障害となりそうな 

課題は? 
家族の中でも生活時間や都合がバラ

バラ（家ぐるみの協力は難しい） 

解決のカギに 

なりそうなコトは? 顔の見える範囲、 

徒歩や自転車の圏内 

（戸数１００位の枠） 

人柄も見える 

たまり場 

（気楽で非公式・留守にならない） 

提供者が負担を感じない 

<例> 床屋さん、農機具屋さん、

消防小屋、昔の喫茶店、個人宅、

地域の茶の間（ねごしの里形式）

など 

気の合いそう

な人が数人見

つかる規模 

 

いつでも立ち

寄れる近さ 

イコール 
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安心して発信できる（発信） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙② 

解決のカギに 

なりそうなコトは? 
普段は会わないが 

噂(評判)は伝わる範囲 

（戸数５００～９００位の枠） 

情報が集まり 

一覧できる。 

<例> 地域規模に合う範囲で 

文芸誌、文芸発表会、イベン

ト、祭り、同好会、等々 

 

理想の姿（例えば） 

 

得意な一芸を教え合う 

（謡、詩吟、民謡、踊

り、パソコン、等々） 

・・地域の教育力 お知らせボード

を作る。 

町内の事を何で

も書き込む 

趣味の会 

展覧会会場の確保 

集合場も 

得意芸の発表会

をする 

音楽 

好きな楽器を持ち

寄って遊べる場 

どうしたら良いか? 

どんな条件が必要? 

伝統（文化・文芸）は、変えず

に伝えようとすると、続ける人

が負担だけを感じてしまう。

（時代の変化） 

自然に変化した

り、淘汰されるの

を受け入れる。

（割り切り） 

割り切れない人

は、頑張ってみ

る。仲間を募って

みる。 

障害になりそうな 

課題は? 
年代が離れると楽しめ

る事が違ってしまう。 

役割分担が固定化する

と楽しめない。 

誰がどのように? 

この指とまれで、集ま

って来る。やりたい人

が勝手にやる。 

他の町内会の人からも

手伝いに来てもらう。 

（受け入れる） 

ＩＴ技術も活用 

・電子掲示板 

・ﾒｰﾘﾝｸﾞﾘｽﾄ 

・ホームページ 

あまり遠くだと、

馴染みが薄い 
近所では自慢でき

ない。（ねたみ） 

ニュースを 

町内の回覧板で 
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おおらかな対話（議論） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解決のカギになりそうなコトは? 

 

 

 

 

 

 

 

それには 

例えば 

別紙③ 

障害となりそうな 

課題は? 形式に、こだわり

過ぎる議事進行 

理想の姿（例えば） 多種多様な意見

やアィディアを

キチンと受け止

めてもらえる。 

議論できる場の設定 

・会議室もＩＴも 

・質問（気兼ね不要） 

・人材（場の運営） 

どうしたら良いか? 

どんな条件が必要? 

触れ合いが既

にあると、思い

切って発言で

きる。 

テーマがハッキ

リしている。 

数人のグル―プ単位で議論 

（発言の機会が増える） 

グループ毎の議論を連結 

対話の練習が必

要だし、練習する

ことで、出来るよ

うになる。 

若い人も自由に

意見を言える雰

囲気を作る。 

話合いの進行役 

議長の技量向上 

話の呼び水とし

て、具体例を投げ

かける。 

<案> 市民大学のワーク

ショップに参加する 

<案> 対話専門コースを市

民大学の中に開設する。 

意欲の高い人を対象に、 

勉強の機会を増やす。 

<案> 市民大学から 

進行役を派遣する 

（町内会議お助け人） 

（ファシリテーター） 

議論の“交通整理”

と進行管理を上手く 

これができると 
みんなの意識や気持ちを 

大体そろえることができる。 

みんなで一つの事に取り組める。 

台本のある芝居みたい

な議論は、非生産的。 

（国会答弁？） 
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町内会の機能の面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙④ 

 

（例） 

防 災 

児童と一緒に安

全マップづくり 

防災の掘り下げ 

（例） 

見守り 

民生委員と健康

リーダーによる

弱者支援ネット 

（例） 

行政とのパイプ 

市政の情報回覧、

町内の要望反映 


